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第８回 体育祭 10月３日（金） 防災スクールを実施しました！ 10月16日（金）

～燃える体育祭 笑顔がはじけるドラマがある～ １０月１６日（木）に本校１年生と教職

第８回を迎える新翔高校体育祭が 員、みくまの支援学校、育友会、佐野

晴天に恵まれ行われました。今年 区、新宮市社会福祉協議会、老人クラブ

のテーマ：燃える体育祭～笑顔が の方々約２３０名の参加で防災スクール

はじけるドラマがある～にふさわし を実施しました。体育館で開会式を行っ

く、ブロック対抗リレーや応援合戦、楽し た後、４班に分かれて防災スクールの実

すぎるリレー、クラブ対抗リレーなどで大いに盛り上がりまし 技等に取り組みました。１班はみくまの

た。今年のブロック制は赤と青の２ブロック制で行われました。 支援学校の生徒とともに、パーテーショ

３年生は本番当日までの準備やブロック練習などでいろいろ ンを組み立て、その後さらに３つのグループに分かれ、応急手

と苦労しながらも、下級生をひっぱって頑張ってくれました。閉 当・心肺蘇生法・搬送法の実技に取り組みました。２班は佐野

会式では３年５組瀧谷澪花さんが「いろいろと大変なこともあ 区の方々とともに避難所運営訓練を行

ったけれど、みんなの力ですばらしい体育祭にできたと思いま いました。３班は育友会の方々の協力を

す。体育祭で見せたクラスの団結力を学校生活や文化祭など 得て、非常食（α化米）の炊き出しと配

でも発揮していきましょう。」と笑顔で 給の訓練に取り組みました。４班は新宮

挨拶しました。 市社会福祉協議会と老人クラブの協力

を得て、佐野会館で行われている体操

に参加するとともに、その後、避難場所

を知っているか、災害時における不安や

高校生にできることは何か等の聞き取り

調査を実施しました。

塩地海斗君が特選
～和歌山県工業部会主催

第３４回製図コンクール～

産業社会と人間 ９月26日（金） １０月１５日（水）に和歌山県工業部会主催

～ライフデザインの描き方～ の第３４回製図コンクール審査会が実施され、

９月２６日（金）、１学年の『産業社会と人間』の時間に「ライフ 建設技術系列２年生の塩地海斗君が特選を受賞しました。県

デザインの描き方」をテーマにした講演を実施しました。京都 内の工業系高等学校に在籍する生徒の内、１６８６名が出

光華女子大学及び短期大学部からライフデザイン科教授の 品。土木系、建築系、機械系など６つの部門に分かれて審査

森脇孝司さん、キャリア形成学科准教授の高野拓樹さん両名 が行われ、塩地君は土木系部門（８４作品）で見事特選に選

に来ていただき、お話をうかがいました。阪神淡路大震災とア ばれました。また、３年畑中涼君が入選となりました。

メリカの同時多発テロという２つの大きな事件を間近で体験

し、「生かされていること」を実感することで自分の人生を切り

拓く意識を持ち始めたと話された森脇教授、ホンダでＦ１カー 「きのくに学び月間」が１１月１日から始まります。県下一斉

のエンジン開発に携わった経験をもとに社会人基礎力をつけ に授業や学校行事を公開し、保護者や地域の人々に学校へ

るために必要な３つの力「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チ の理解と関心を深めていただき、地域ぐるみで生徒を育成す

ームで働く力」の大切さについて触れられた高野准教授。生 る機運を高めることを目的としています。本校でも授業公開週

徒達が将来を考える有意義な機会となりました。 間、文化祭一般公開、作品展示などを実施します。

◇◇１１月 当面の行事予定◇◇
４日（火）～７日（金） 授業公開週間 ５日（水） 中高連絡会議 １３日（木） 午後文化祭準備

１４日（金）・１５日（土） 第４０回七海祭 １７日（月） 振替休日 ２１日（金） 期末考査発表

２７日（木） 人権教育講演 ２８日（金）～１２月４日（木） 期末考査

＜結果＞

１年生大縄跳び 優勝 １年３組

２年生綱取り 優勝 ２年２組

３年生綱引き 優勝 ３年３組

応援コンクール 優勝 青ブロック

ブロック総合優勝 青ブロック


